
荻
生
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

山
寺
(小
野
)美
紀
子

は
じ
め
に

本
稿
は
、
江
戸
中
期
の
大
儒
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
「
琴き

ん

」（
別
称
「
七
絃
琴
」「
古
琴
」）
の
演
奏
実
践
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
琴き

ん

」
と
は
、
中
国
の
楽
器
で
あ
り
、
紀
元
前
か
ら
、
君
子
の
修
養
の
た
め
の
楽
器
、
あ
る
い
は
隠
者
の
自
娯
の
た
め
の
楽
器
、
更
に
は
文
人
の
教
養
と

し
て
嗜
む
べ
き
「
琴
棋
書
画
」
の
筆
頭
と
し
て
、
儒
者
を
初
め
と
す
る
知
識
人
に
尊
重
か
つ
愛
好
さ
れ
て
き
た
楽
器
で
あ
る
。
絃
数
が
七
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
七
絃

琴
（
七
弦
琴
）」
と
も
称
さ
れ
、
今
日
で
は
一
般
的
に
「
古
琴
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
琴き

ん

は
、
演
奏
に
伴
う
精
神
や
美
学
、
及
び
内
包
す
る
理
論
や
知
識
が
重
視
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
琴
の
音
楽
「
琴
楽
」
は
、
付
随
す
る
思
想
・
学
問
な
ど
を
含
め
て
、「
琴
学
」
と
も
称
さ
れ
、
琴
学
に
関
す
る
多
く
の
書
物
（
楽
譜
の

み
な
ら
ず
理
論
書
な
ど
も
含
む
）
も
著
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
楽
器
で
あ
る
琴き

ん

は
、
か
つ
て
中
国
か
ら
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
な
お
、
日
本
で
は
、
柱じ

（
箏こ

と

柱じ

）
の
あ
る
十
三
絃
の
「
箏そ

う

」
を
「
琴こ

と

」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、「
琴こ

と

」
と
は
本
来
、
広
義
に
は
、
箏
や
琵
琶
を
含
む
絃
楽
器
の
総
称
で
あ
り
、
本
稿
で
言
う
「
琴き

ん

」

と
箏
は
、
全
く
別
個
の
楽
器
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
以
下
、
本
稿
で
「
琴
」
と
表
記
す
る
も
の
は
、「
き
ん
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
な
く
と
も
、
全
て
、「
琴き

ん

（
七
絃
琴
・
古
琴
）」
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

九
五



さ
て
、
徂
徠
と
琴き

ん

と
言
え
ば
、
琴
に
関
す
る
専
著
『
琴
学
大
意
抄
』
を
執
筆
し
た
こ
と
や
、
日
本
に
伝
存
す
る
琴
の
古
楽
譜
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』（
現
在
は
東
京

国
立
博
物
館
所
蔵
。
以
下
『
幽
蘭
』
と
略
記
）
を
解
読
・
復
元
し
た
こ
と
な
ど
、
琴
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
こ
と
が
、
知
ら
れ
よ
う⑴
。
こ
れ
ま
で
筆
者
も
、『
幽
蘭
』

の
研
究
を
主
と
し
た
徂
徠
の
琴
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
論
考
を
著
し
て
き
た
が
、
そ
の
徂
徠
の
研
究
内
容
は
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
琴
の
奏
法
を
熟
知
し
、

あ
る
程
度
、
弾
琴
（
琴
の
演
奏
）
の
実
践
経
験
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た⑵
。
つ
ま
り
、
徂
徠
は
、
書
物
か
ら
琴
の
知
識
を

得
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
琴
を
弾
じ
た
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
徂
徠
が
弾
琴
の
実
践
や
琴
の
奏
法
を
誰
に
習
っ

た
の
か
を
明
記
し
た
記
録
は
、
管
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
徂
徠
の
琴
の
師
に
つ
い
て
推
定
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
具
体
的
な
こ
と
は
闡
明
さ
れ
て
い
な
い⑶
。

一
方
、
徂
徠
が
弾
琴
を
嗜
み
、
門
弟
た
ち
と
琴
を
含
む
音
楽
の
演
奏
実
践
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
は
、
彼
の
詩
文
や
書
簡
な
ど
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
論
考
で
言
及
さ
れ
て
き
た⑷
。
と
は
言
う
も
の
の
、
徂
徠
の
詩
文
に
は
文
学
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
表
現
が
多
く
、
楽
器
の
名
称
に
つ
い

て
も
、
修
辞
を
凝
ら
し
た
表
現
が
少
な
く
な
い
た
め
、
実
際
に
ど
の
楽
器
を
ど
の
程
度
奏
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
実
態
は
掴
み
難
く
、
琴
を
含
む
音
楽
実
践
の
具
体
的

内
容
に
関
し
て
は
、
未
詳
の
点
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
改
め
て
徂
徠
の
弾
琴
実
践
の
実
態
に
焦
点
を
当
て
、
ま
ず
は
、〈
一
〉
そ
も
そ
も
徂
徠
が
、
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
弾
琴
の
実
践
的
知

識
を
身
に
付
け
た
り
、
琴
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
琴
の
受
容
状
況
と
徂
徠
の
事
跡
・
著
作
・
交
友
関

係
な
ど
か
ら
考
察
す
る
（
な
お
、
こ
こ
で
は
、
徂
徠
が
如
何
な
る
書ㅟ

物ㅟ

か
ら
琴
の
知
識
を
得
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
扱
わ
な
い
）。
更
に
は
、〈
二
〉
徂
徠
と
そ
の
周

辺
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に
琴
の
演
奏
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
側
面
を
、
で
き
る
だ
け
実
証
的
に
探
っ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
（
そ

の
一
）
で
は
、
前
者
〈
一
〉
の
問
題
を
論
じ
た
第
一
～
九
章
の
う
ち
第
三
章
ま
で
を
載
せ
、
続
き
の
第
四
～
九
章
と
後
者
〈
二
〉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
稿
に
て
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
琴
の
受
容
状
況
と
徂
徠
の
動
向

先
に
、
日
本
に
お
け
る
琴き

ん

（
七
絃
琴
・
古
琴
）
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
、
簡
略
に
述
べ
て
お
く
。
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中
国
の
楽
器
で
あ
る
琴
は
、
奈
良
時
代
に
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
平
安
末
期
以
降
、
演
奏
伝
承
は
ほ
ぼ
途
絶
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
、
琴
を
所
有
し
て
い
た
者
、
あ
る
い
は
琴
を
嗜
ん
だ
と
思
し
き
者
の
記
録
が
、
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
再
び
日
本
で
本
格
的
に
琴
が

演
奏
・
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
中
期
以
降
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
近
代
以
降
、
琴
を
嗜
む
人
が
減
少
し
、
昭
和
三
十
年
代
に
そ
の
演
奏

伝
承
は
断
絶
し
た
。

な
お
、
江
戸
期
に
お
け
る
琴
楽
（
琴
学
）
再
興
の
主
な
契
機
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）、
明
末
清
初
の
中
国
か
ら
来
日
し
、
後
に
徳
川
光
圀
（
一
六
二
八
～
一

七
〇
〇
）
に
招
請
さ
れ
て
水
戸
の
天
徳
寺
（
の
ち
祇
園
寺
）
を
開
い
た
東
皐
心
越
禅
師
（
興
儔
、
一
六
三
九
～
一
六
九
五
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
東
皐
心
越
は

来
日
後
、
幕
府
儒
官
で
且
つ
林
家
塾
の
門
人
筆
頭
で
あ
っ
た
人
見
竹
洞
（
節
、
宜
卿
、
友
元
、
一
六
三
七
～
一
六
九
六
）
及
び
旗
本
の
杉
浦
琴
川
（
正
職
、
一
六
七
一

～
一
七
一
一
）
に
弾
琴
を
教
え
、
更
に
、
琴
川
の
家
臣
で
あ
っ
た
小
野
田
東
川
（
国
光
、
一
六
八
四
～
一
七
六
三
）
が
、
長
年
多
く
の
人
に
弾
琴
を
教
授
し
た
こ
と

で
、
琴
の
演
奏
実
践
が
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る⑸
。
た
だ
し
、
稗
田
浩
雄
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
竹
洞
は
、
心
越
の
来
日
以
前
に
、
す
で
に
琴
を
独
学
し

て
お
り
、
竹
洞
が
師
事
し
た
林
鵝
峰
（
春
斎
、
一
六
一
八
～
一
六
八
〇
）、
林
読
耕
斎
（
春
徳
、
一
六
二
四
～
一
六
六
一
）
の
林
家
塾
に
集
う
儒
者
の
交
友
関
係
の
中

で
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
琴
が
奏
さ
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
記
録
も
残
る⑹
。

さ
て
、
徂
徠
が
生
き
た
時
期
は
、
ま
さ
に
、
江
戸
期
に
お
け
る
琴
の
再
興
期

─
つ
ま
り
東
皐
心
越
が
来
日
し
、
心
越
の
琴
系
が
、
小
野
田
東
川
に
よ
っ
て
広
ま
り

始
め
た
時
期

─
に
当
た
る
。
ま
た
、
徂
徠
は
幼
少
期

─
心
越
の
来
日
前
で
あ
る
が
、
林
家
と
そ
の
周
辺
で
わ
ず
か
に
琴
が
奏
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
時
期

─

に
、
林
家
塾
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
林
家
・
竹
洞
・
心
越
・
琴
川
・
東
川
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
琴
に
関
す
る
出
来
事
、
及
び
徂

徠
の
動
向
を
、
年
譜
に
し
て
以
下
に
提
示
し
、
両
者
の
接
点
な
い
し
影
響
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

な
お
、
以
下
の
年
譜
で
は
、
本
稿
の
後
の
本
文
中
（
第
二
章
以
降
）
で
特
に
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
内
容
を
、
先
に
一
事
項
と
し
て
載
せ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
事
項
に
は
、
文
頭
に
「
◎
【
後
述
事
項
】）」
と
表
記
し
て
お
い
た
。

ま
た
、
年
譜
の
下
限
は
、
と
り
あ
え
ず
享
保
元
年
ま
で
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
で
考
察
し
た
い
の
は
、
前
述
の
と
お
り
、
徂
徠
が
いㅟ

つㅟ

頃ㅟ

かㅟ

らㅟ

、
ど
の
よ
う
に

琴
の
実
践
的
知
識
を
身
に
付
け
た
り
、
琴
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
筆
者
の
見
解
で
は
、
宝
永
七
年
か
ら
享
保
元
年
ま
で
に

は
、
徂
徠
が
そ
の
よ
う
な
知
識
や
機
会
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
本
稿
第
三
章
以
降
に
て
後
述
）
か
ら
で
あ
る
。

九
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琴
に
関
す
る
出
来
事

徂
徠
の
動
向

万
知
元
年

（
一
六
五
八
）

○
人
見
竹
洞
は
、
京
都
詩
仙
堂
の
石
川
丈
山
（
一
五
八
三
～
一
六
七
二
）
か

ら
親
し
く
教
え
を
受
け
る⑺
。
そ
の
丈
山
は
、
長
崎
港
で
李
西
湖
と
い
う
人
物

か
ら
明
の
陳
継
儒
（
眉
公
）
の
琴
と
さ
れ
る
「
眉
公
琴
」
を
購
入
し
、
愛
玩

し
て
い
た⑻
。

万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）

○
竹
洞
は
、
同
じ
く
林
家
門
人
の
加
藤
明
友
（
勿
斎
、
一
六
二
一
～
一
六
八

三
、
吉
永
藩
主
の
ち
水
口
藩
主
）
が
所
蔵
し
て
い
た
中
国
舶
来
の
琴
（
銘

「
万
里
松
風
」）
を
借
り
、
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
箏
工
に
教
え
、
琴
を
一
張

造
ら
せ
る
。
こ
れ
に
、
林
読
耕
斎
が
「
混
沌
琴
」
と
名
付
け
た⑼
。

万
治
三
年

あ
る
い
は

寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）

○
十
一
月
二
十
五
日
、
竹
洞
宅
に
お
け
る
会
で
、
琴
が
奏
さ
れ
た
可
能
性
が

窺
え
る
。
参
加
者
は
、
竹
洞
の
親
友
で
林
鵝
峰
の
長
男
林
梅
洞
（
春
信
、
一

六
四
三
～
一
六
六
六
）、
林
読
耕
斎
ら
。『
読
耕
詩
集
』
に
「
今
夜
狛
高
庸
在

座
弾
琴
吹
笙
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
琴
を
弾
じ
た
の
は
、
楽
家
で

あ
り
な
が
ら
林
家
で
鵝
峰
か
ら
学
び
、
儒
者
に
列
し
た
狛
高
庸
（
辻
春
達
、

一
六
三
九
～
一
六
八
六
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が⑽
、
不
詳
。

寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）

○
林
鵝
峰
の
門
人
で
福
知
山
藩
主
の
松
平
忠
房
（
の
ち
島
原
藩
主
、
一
六
一

九
～
一
七
〇
〇
）
が
、
長
崎
で
中
国
か
ら
舶
来
さ
れ
た
琴
を
購
入
し
、
林
家

の
忍
岡
の
先
聖
殿
に
奉
納
す
る⑾
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
林
鵝
峰
が
琴
の
奉
納
記

を
著
し
た⑿
。
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寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）

○
十
二
月
八
日
、
狛
高
庸
宅
に
お
け
る
会
で
、
確
か
に
琴
が
奏
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
参
加
者
は
、
林
鵝
峰
、
林
梅
洞
、
人
見
竹
洞
ら⒀
。

寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）

○
林
梅
洞
没
。

○
荻
生
徂
徠
生
。

寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）

○
徂
徠
（
七
歳
）
が
林
鵝
峰
宅
で
掛
物
を
読
み
、
感
心
さ
れ
る
と
い

う
逸
話
が
、『
蘐
園
雑
話
』
に
見
え
る⒁
。

延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）

○
人
見
竹
洞
の
別
墅
に
お
け
る
会
で
、
竹
洞
が
琴
を
弾
じ
、
狛
高
庸
が
笙
を

吹
い
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
る⒂
。

延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）

○
東
皐
心
越
が
来
日
。
一
月
十
三
日
に
長
崎
に
入
港
し
、
長
崎
興
福
寺
へ

入
る⒃
。

○
徂
徠
（
十
二
歳
）
は
林
鵝
峰
に
入
門
し
、
林
鳳
岡
（
鵝
峰
の
次
男

で
梅
洞
の
弟
、
一
六
四
四
～
一
七
三
二
）
の
講
義
を
聴
く⒄
。

延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）

◎
【
後
述
事
項
】
徂
徠
（
十
三
歳
）、『
梅
洞
詩
集
』
等
を
読
む⒅
。

延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）

◎
【
後
述
事
項
】
一
月
、
徂
徠
（
十
四
歳
）
は
、
林
家
の
塾
に
て
漢

詩
二
首
を
賦
し
、
鳳
岡
に
添
削
さ
れ
る⒆
。

○
徂
徠
の
父
が
江
戸
払
に
処
さ
れ
、
秋
頃
か
ら
、
徂
徠
は
家
族
と
共

に
江
戸
を
去
る
。
こ
れ
よ
り
十
年
以
上
に
わ
た
る
上
総
で
の
田
舎
暮

ら
し
が
始
ま
る⒇
。

延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）

○
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
）
崩
御
。
後
の
徂
徠
の
著
述
に
よ
る

と
、
後
水
尾
院
は
生
前
、
琴
の
古
楽
譜
『
幽
蘭
』
と
古
指
法
書
（『
琴
用
指

九
九

荻
生
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）



法
』）
を
楽
家
の
狛
家
に
下
賜
し
た
と
い
う⚦
。

○
人
見
竹
洞
が
、
中
国
天
啓
元
年
製
の
琴
を
入
手
す
る⚧
。

天
和
元
年

（
一
六
八
一
）

○
東
皐
心
越
は
、
長
崎
を
離
れ
て
江
戸
に
行
き
、
七
月
末
か
ら
小
石
川
の
水

戸
藩
邸
別
墅
に
仮
寓
す
る⚨
。

○
こ
の
頃
（
あ
る
い
は
翌
年
の
天
和
二
年
）
よ
り
、
人
見
竹
洞
が
心
越
か
ら

弾
琴
を
習
い
始
め
る⚩
。

天
和
三
年

（
一
六
八
三
）

○
心
越
、
水
戸
に
入
る
（
た
だ
し
そ
の
後
も
度
々
江
戸
に
滞
在
す
る
。
例
え

ば
貞
享
二
年
八
月
、
同
三
年
正
月
～
七
月
、
元
禄
元
年
の
多
く
、
同
二
年
一

月
頃
、
同
八
年
三
月
～
八
月
頃
な
ど
）⚪。

貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）

○
狛
高
庸
（
四
十
八
歳
）
没
。

元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）

○
こ
の
年
（
一
説
で
は
元
禄
五
年
）、
徂
徠
（
二
十
五
歳
）
は
、
江

戸
に
帰
還
す
る
。
帰
江
後
は
、
芝
の
増
上
寺
前
で
私
塾
を
開
く⚫
。

元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）

○
福
岡
藩
士
で
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
る
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
～
一
七
一

四
）
が
、
江
戸
に
赴
い
た
際
、（
林
家
の
忍
岡
か
ら
湯
島
に
移
転
し
た
）
聖

堂
（
先
聖
殿
）
を
参
観
し
、
人
見
竹
洞
の
琴
の
演
奏
を
聴
く⚬
。

元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）

◎
【
後
述
事
項
】
七
月
、
心
越
は
黒
羽
の
大
雄
寺
を
訪
れ
る
。
こ
の
時
、
後

に
徂
徠
の
弟
子
と
な
る
秋
本
澹
園
（
六
歳
）
が
、
心
越
か
ら
琴
の
小
曲
を

二
、
三
曲
習
っ
た
と
み
ら
れ
る⚭
。

一
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元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）

○
一
説
で
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
杉
浦
琴
川
が
人
見
竹
洞
か
ら
琴
を
習
い
、
そ

の
後
、
竹
洞
の
紹
介
で
、
心
越
に
師
事
し
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
他
の

説
で
は
、
琴
川
は
そ
れ
よ
り
前
に
竹
洞
か
ら
琴
を
習
っ
て
お
り
、
天
和
年
間

に
心
越
に
師
事
し
た
と
も
言
わ
れ
る⚮
。

元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）

○
心
越
は
体
調
を
崩
し
、
療
養
の
た
め
三
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
江
戸
に
滞
在

す
る
。
九
月
、
水
戸
に
て
心
越
（
五
十
七
歳
）
示
寂⚯
。

元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）

○
一
月
、
人
見
竹
洞
（
六
十
歳
）
没
。

○
竹
洞
の
遠
祖
（
小
野
篁
）
が
創
建
し
た
と
伝
わ
る
足
利
学
校
の
先
聖
殿

に
、
竹
洞
遺
愛
の
琴
台
（
琴
を
置
い
て
演
奏
す
る
た
め
の
机
）
が
寄
贈
さ

れ
る⚰
。

○
徂
徠
（
三
十
一
歳
）
は
、
八
月
か
ら
、
柳
沢
吉
保
（
保
明
、
一
六

五
八
～
一
七
一
四
）
に
仕
え
る
。
九
月
に
は
、
柳
沢
邸
で
初
め
て
将

軍
徳
川
綱
吉
に
謁
す
る⚱
。

宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）

○
六
月
、
林
鳳
岡
が
『
東
皐
琴
譜
』（
東
皐
心
越
が
伝
え
た
琴
曲
の
楽
譜
等

を
、
杉
浦
琴
川
が
竹
洞
か
ら
遺
託
さ
れ
て
整
理
編
纂
し
た
も
の
）
の
序
文
を

撰
す
る⚲
。

◎
【
後
述
事
項
】
徂
徠
（
四
十
一
歳
）
は
、
中
野
撝
謙
（
関
宿
藩

儒
）
か
ら
琴
を
贈
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

○
撝
謙
の
門
弟
で
あ
っ
た
安
藤
東
野
が
徂
徠
の
門
下
に
移
っ
た
の

も
、
こ
の
頃
と
推
定
さ
れ
る⚳
。

宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）

○
二
月
、
人
見
竹
洞
の
子
で
あ
る
人
見
桃
源
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
一
）

が
、『
東
皐
琴
譜
』
の
序
文
を
撰
す
る⚴
。

○
桃
源
の
詩
に
よ
る
と
、
三
月
、
湯
島
の
聖
堂
で
釈
奠
が
行
わ
れ
た
際
、
琴

が
奏
さ
れ
た
可
能
性
が
窺
え
る⚵
。

宝
永
五
年

◎
【
後
述
事
項
】
徂
徠
（
四
十
三
歳
）
は
、
こ
の
年
か
ら
岡
島
冠

一
〇
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（
一
七
〇
八
）

山
、
及
び
入
江
若
水
と
の
交
友
を
深
め
る
。（
な
お
、
冠
山
の
叔
父

は
か
つ
て
東
皐
心
越
の
侍
童
だ
っ
た
人
で
あ
り
、
若
水
は
琴
を
嗜
ん

で
い
た
と
み
ら
れ
る
。）

宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）

○
徳
川
綱
吉
没
。
柳
沢
吉
保
隠
退
。
徂
徠
（
四
十
四
歳
）
は
柳
沢
藩

邸
を
出
て
、
茅
場
町
に
私
宅
を
構
え
、「
蘐
園
」
の
称
を
用
い
る
よ

う
に
な
る⚶
。

宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
）

○
こ
の
年
ま
で
に
（
宝
永
年
間
中
）、
林
信
如
（
林
読
耕
斎
の
子
で
あ
る
林

晋
軒
の
養
子
）
が
『
東
皐
琴
譜
』
の
序
文
を
撰
し
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

杉
浦
琴
川
が
『
東
皐
琴
譜
』
の
整
理
編
纂
を
終
え
、
九
月
に
自
序
を
撰
し

た
。（
た
だ
し
琴
川
は
翌
年
急
逝
し
、『
東
皐
琴
譜
』
の
出
版
に
は
至
ら
ず⚷
。）

◎
【
後
述
事
項
】
お
そ
ら
く
夏
頃
か
ら
翌
年
春
ま
で
の
間
、
徂
徠

（
四
十
五
歳
）
は
、
楽
書
十
巻
（
逸
書
）
の
執
筆
に
没
頭
す
る
。（
本

書
は
、
現
存
す
る
『
楽
律
考
』・『
楽
制
篇
』・『
楽
曲
考
』
を
含
む

『
大
楽
発
揮
』
五
篇
、
あ
る
い
は
そ
の
草
稿
な
い
し
初
稿
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
『
楽
制
篇
』
で
は
、
琴
の
調
に
つ
い

て
考
究
し
て
い
る
の
で
、）
こ
の
頃
ま
で
に
、
徂
徠
は
琴
の
知
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）

○
一
月
、
杉
浦
琴
川
（
四
十
一
歳
）
没
。

○
一
説
で
は
、
こ
の
頃
か
ら
、
杉
浦
家
を
逐
わ
れ
た
小
野
田
東
川
（
二
十
八

歳
）
が
、
生
業
の
た
め
に
琴
を
教
授
し
始
め
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
他
説

で
は
、
東
川
は
老
い
て
か
ら
琴
を
教
授
し
始
め
た
、
と
も
言
わ
れ
る⚸
。

◎
【
後
述
事
項
】
幼
少
期
に
心
越
か
ら
琴
の
小
曲
を
教
授
さ
れ
た
と

い
う
秋
本
澹
園
が
、
こ
の
年
ま
で
に
は
、
徂
徠
に
入
門
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。

◎
【
後
述
事
項
】
宝
永
六
年
か
ら
こ
の
年
ま
で
に
は
、
本
多
猗
蘭

（
忠
統
）
が
、
徂
徠
に
入
門
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
猗

蘭
は
す
で
に
弾
琴
を
善
く
し
た
と
い
う
。

◎
安
藤
東
野
と
同
じ
く
中
野
撝
謙
の
門
弟
で
あ
っ
た
太
宰
春
台
が
、

一
〇
二
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こ
の
年
、
徂
徠
に
入
門
す
る⚹
。

正
徳
四
年

（
一
七
一
四
）

◎
【
後
述
事
項
】
一
月
、
徂
徠
の
著
作
『
蘐
園
随
筆
』
が
刊
行
さ
れ

る
。
本
書
中
に
は
、『
楽
制
篇
』
に
も
論
じ
る
琴
の
調
に
関
す
る
見

解
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）

◎
【
後
述
事
項
】
前
年
の
正
徳
四
年
と
本
年
に
、
徂
徠
の
著
作
『
訳

文
筌
蹄
』
初
編
が
刊
行
さ
れ
る
。
本
書
中
に
は
、
琴
の
楽
器
に
関
す

る
実
践
的
な
知
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
思
し
き
記
述
が
見
ら
れ

る
。

◎
【
後
述
事
項
】
三
月
、
徂
徠
の
五
十
歳
の
賀
宴
が
開
か
れ
る
。
こ

の
時
、
本
多
猗
蘭
は
琴
を
弾
じ
た
と
み
ら
れ
る
。

正
徳
六
年

享
保
元
年

（
一
七
一
六
）

◎
【
後
述
事
項
】
徂
徠
は
、
狛
高
庸
の
甥
に
あ
た
る
楽
家
の
辻

（
狛
）
近
寛
か
ら
、
琴
の
古
楽
譜
『
幽
蘭
』
を
借
り
、
八
月
、
門
弟

た
ち
と
『
幽
蘭
』
を
鑑
賞
し
な
が
ら
感
動
を
分
か
ち
合
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
近
寛
か
ら
は
琴
の
古
指
法
書
『
琴
用
指
法
』
も
借
覧
し
、
こ

れ
と
『
幽
蘭
』
を
解
釈
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
そ
の
後
、『
琴
用
指

法
』
を
用
い
て
『
幽
蘭
』
の
解
読
・
復
元
研
究
を
行
う
こ
と
と
な

る
。

以
上
、
右
の
年
譜
に
挙
げ
た
事
項
に
基
づ
い
て
、
次
の
第
二
章
で
は
、
当
時
、
琴
を
嗜
ん
だ
人
々
（
林
家
塾
の
人
々
と
人
見
竹
洞
、
杉
浦
琴
川
、
小
野
田
東
川
、
東

皐
心
越
）
と
徂
徠
の
接
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
少
々
詳
し
く
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

一
〇
三

荻
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徂
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て
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二
、
徂
徠
と
林
家
塾
・
東
皐
心
越
・
人
見
竹
洞
・
杉
浦
琴
川
・
小
野
田
東
川
と
の
接
点
に
関
す
る
再
検
討

二─
一
、
林
家
塾
か
ら
受
け
た
影
響
は
あ
っ
た
の
か

徂
徠
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
父
は
、
後
に
将
軍
職
を
継
ぐ
徳
川
綱
吉
の
側
医
で
あ
っ
た
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）、
徂
徠
は
十
二
歳

の
時
、
林
家
の
塾
に
入
門
し
た
が
、
そ
の
数
年
前
か
ら
、
林
家
と
そ
の
周
辺
で
は
、
す
で
に
琴
を
嗜
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
者
が
い
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。

例
え
ば
、
前
掲
の
年
譜
の
万
知
元
年
～
延
宝
二
年
に
列
挙
し
た
と
お
り
、
林
家
門
人
の
人
見
竹
洞
は
、
独
学
で
は
あ
る
も
の
の
、
す
で
に
琴
を
奏
し
て
お
り
、
竹
洞

の
親
友
で
林
鵝
峰
の
長
男
で
あ
る
林
梅
洞
、
及
び
楽
人
で
且
つ
林
家
門
人
の
狛
高
庸
も
、
自
身
が
実
際
に
奏
し
た
か
否
か
は
未
詳
だ
が
、
琴
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
更
に
、
同
じ
く
林
家
門
人
の
加
藤
明
友
と
松
平
忠
房
は
、
中
国
か
ら
舶
来
さ
れ
た
琴
を
購
入
し
て
お
り
、
林
鵝
峰
と
読
耕
斎
が
琴
に
関
す
る
文
章
を
書
い
て

い
る
こ
と
も
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
些
細
な
事
柄
で
は
あ
る
が
、
徂
徠
が
十
三
歳
の
時
に
読
ん
だ
書
物
の
一
つ
に
、
林
梅
洞
の
『
梅
洞
詩
集
』
が
あ
っ
た
（
年
譜
の
延
宝
六
年
参
照
）。
こ
の

『
梅
洞
詩
集
』
中
に
は
、
琴
に
関
す
る
詩
が
多
く
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
寛
文
四
年
、
狛
高
庸
宅
に
林
家
の
関
係
者
が
集
い
、
実
際
に
琴
が
奏
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

情
景
を
詠
ん
だ
詩
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
と
、
も
し
徂
徠
が
こ
の
詩
も
読
ん
だ
な
ら
ば
、
少
年
の
徂
徠
に
と
っ
て
、
琴
と
は
、
手
が
届
き
に
く
い

異
国
の
楽
器
で
は
な
く
、
自
身
も
実
際
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
得
る
楽
器
と
感
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
じ
く
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
も
う
一
点
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
徂
徠
は
十
四
歳
の
時
、
林
家
塾
で
漢
詩
二
首
を
賦
し
、
林
鳳
岡
に
添
削
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
徂
徠
の
詩
と
鳳
岡
に
よ
る
添
削
が
、
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
『
徂
徠
先
生
年
譜
細
君
墓
表
神
主
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
年
譜
の

延
宝
七
年
参
照
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
徂
徠
が
詠
ん
だ
一
首
目
「
山
悦
鳥
性
」
と
題
す
る
詩
の
第
一
句
は
、「
和
鳴
春
㙞
是
知ㅟ

音ㅟ

」
と
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
鳳
岡
は
、

「
閒
關
互
奏
琴ㅟ

瑟ㅟ

音
」
な
い
し
「
綿
蠻
互
奏
琴ㅟ

瑟ㅟ

音
」
と
添
削
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⚺
。
徂
徠
が
用
い
た
「
知
音
」
と
い
う
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
琴き

ん

を
巡
る
伯

牙
と
鍾
子
期
の
所
謂
「
伯
牙
絶
弦
」
の
故
事
に
由
来
し
、
琴
を
通
じ
て
真
に
理
解
し
合
え
る
友
、
転
じ
て
、
心
の
通
じ
合
う
親
友
の
こ
と
を
言
う⚻
。
ま
た
、
鳳
岡
の
添

削
に
「
琴
瑟
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
瑟
と
は
、
琴
と
共
に
中
国
紀
元
前
の
先
秦
時
代
か
ら
存
在
し
た
撥
絃
楽
器
で
あ
り
、
周
知
の
如
く
、『
詩
経
』「
周
南
」「
関
雎
」

に
「
窈
窕
淑
女
、
琴
瑟
友
之⚼
。」
と
見
え
る
な
ど
、
古
来
、
琴
と
瑟
は
揃
っ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
夫
婦
仲
の
良
い
こ
と
を
喩
え
て
「
琴
瑟
相
和
す
」
と

言
う⚽
。
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無
論
、
儒
者
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
知
識
人
で
漢
籍
を
学
び
漢
詩
を
賦
す
者
に
と
っ
て
は
、「
知
音
」
も
「
琴
瑟
」
も
、
基
本
中
の
基
本
の
語
句
で
あ
る
。
更
に
、

右
の
徂
徠
の
詩
と
鳳
岡
の
添
削
に
見
え
る
「
知
音
」
と
「
琴
瑟
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
実
際
の
琴
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
鳥
が
囀
り
鳴
き
交
わ
す
様
子
を
比
喩

と
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
楽
器
と
し
て
の
琴
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
く
て
も
、
こ
の
よ
う
な
詩
は
作
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
前
述
の

と
お
り
、
こ
の
時
期
、
す
で
に
林
家
と
そ
の
周
辺
で
、
琴
の
実
物
を
所
有
し
弾
琴
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
実
在
す
る
楽
器
と
し
て
の
琴
を
知
る

鳳
岡
が
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
、
右
の
よ
う
な
添
削
を
施
し
た
こ
と
が
、
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
よ
う
。

幼
い
門
人
の
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
徂
徠
が
、
林
家
塾
で
学
ん
だ
わ
ず
か
二
年
ほ
ど
の
間
に
、
そ
こ
で
琴
を
垣
間
見
た
り
、
琴
に
触
れ
た
り
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と

は
、
考
え
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
も
し
林
家
の
者
が
、
門
人
た
ち
に
琴
に
関
す
る
語
句
に
つ
い
て
言
及
す
る
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
で
あ

ろ
う
。
漢
籍
の
み
か
ら
知
り
得
た
知
識
だ
け
で
な
く
、
実
在
す
る
琴
と
い
う
楽
器
に
つ
い
て
の
情
報
も
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
林
家
の
塾
に
お
い
て
は
、
琴
は
、
文

献
の
中
か
ら
想
像
す
る
だ
け
の
、
ま
た
は
詩
作
に
用
い
る
だ
け
の
、
実
態
が
掴
め
な
い
も
の
で
は
な
く
、
実
践
可
能
な
実
在
す
る
楽
器
と
し
て
、
身
近
に
感
じ
る
雰
囲

気
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
も
筆
者
の
想
像
に
す
ぎ
な
い
が
、
徂
徠
の
琴
に
対
す
る
関
心
は
、
林
家
塾
で
学
ん
だ
時
期
に
、
す
で
に
喚
起
さ
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

二─

二
、
東
皐
心
越
と
の
接
点
は
あ
っ
た
の
か

次
は
、
徂
徠
と
東
皐
心
越
の
接
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
没
後
七
十
数
年
を
経
た
一
八
〇
四
年
刊
行
の
畑
維
龍
（
一
七
四
八
～
一
八
二
七
）
著
『
四
方
の
硯
』
に
、
琴
を
巡
る
逸
話
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
心
越
禅
師
）
其
後
、
東
都
深フ

カ

川
に
か
り
ず
ま
ゐ
せ
り
。
心
越
、
律リ

ツ

呂リ
ヨ

に
㛁
し
、
荻ヲ

生ギ
ウ

茂
卿
の
家
に
舶ハ

ク

來〈
カ
ラ
ワ
タ
リ
〉

の
琴
あ
る
よ
し
を
き
き
、
た
よ
り
も
と
め
、
茂
卿

に
た
い
め
し
ぬ
。
茂
卿
、
豪ガ

ウ

邁マ
イ

の
人
に
て
、
心
越
を
よ
の
結
緣
の
僧
の
ご
と
く
㖨グ

ウ

し
ぬ
。
心
越
、
こ
れ
を
こ
と
の
か
ず
と
も
せ
ず
、
琴
か
り
て
門
を
出
ぬ
。
茂
卿

あ
と
よ
り
人
は
し
ら
せ
て
云
、
禪
師
、
舶
來
の
琴
を
家
に
か
る
こ
と
の
は
、
製セ

イ

せ
ん
が
た
め
な
ら
ん
、
た
と
ひ
巧
手

〈
キ
ヨ
ウ
〉

た
り
と
も
、
外
よ
り
う
か
が
ふ
て
は
、
い

か
で
製
す
る
こ
と
な
ら
ん
や
。
碎ク

ダ
イて

よ
く
そ
の
斧ヲ

ノ

痕ア
ト

を
見
ら
れ
よ
、
と
い
ひ
㖺
し
け
れ
ば
、
心
越
こ
た
ふ
ら
く
、
す
で
に
我
か
り
ぬ
る
う
へ
は
、
も
と
よ
り
あ

一
〇
五

荻
生
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）



る
じ
の
ゆ
る
し
を
ま
た
ず
し
て
、
か
く
は
か
ら
は
ん
と
思
ふ
な
り
、
と
い
ひ
き
。
茂
卿
は
じ
め
て
、
そ
の
凡ボ

ン

庸ヨ
ウ

な
ら
ぬ
を
感
じ
ぬ
。
茂
卿
の
心
越
師
ど
ち
な
く
し

て
、
徂ソ

來ラ
イ

集
に
は
見
え
ず
。
鈴
木
修シ

ユ
ウ

慶
物
語
な
り⚾
。

ま
た
、
一
八
二
五
年
刊
行
の
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
著
『
仮
名
世
説
』
に
も
、
右
と
同
様
の
逸
話
が
、
次
の
よ
う
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

心
越
禅
師
、
律
呂
の
学
に
く
は
し
く
、
徂
来
翁
の
家
に
舶
来
の
琴
あ
る
よ
し
を
聞
き
、
た
よ
り
も
と
め
て
、
来
翁
に
対
面
し
ぬ
。
翁
豪
邁
の
人
に
て
、
児
輩
の
ご

と
く
あ
し
ら
ふ
。
心
越
こ
れ
を
心
に
か
け
ず
。
終
に
琴
を
か
り
得
て
門
を
出
ぬ
。
翁
あ
と
よ
り
人
を
は
し
ら
せ
て
い
は
く
、
禅
師
も
と
舶
來
の
琴
を
わ
れ
に
も
と

む
る
は
、
製
せ
ん
が
た
め
な
り
。
た
と
ひ
巧
手
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
外
よ
り
う
か
ゞ
ふ
て
は
、
い
か
で
製
す
る
事
を
せ
ん
。
砕
き
て
よ
く
其
斧
痕
を
見
ら
れ
よ
と

い
ひ
つ
か
は
し
け
れ
ば
、
心
越
こ
た
へ
ら
く
、
す
で
に
か
り
ぬ
る
う
へ
は
、
も
と
よ
り
主
の
ゆ
る
し
を
ま
た
ず
し
て
、
か
く
は
か
ら
は
ん
と
思
ふ
な
り
と
い
ひ

き
。
来
翁
は
じ
め
て
。
其
凡
な
ら
ぬ
を
感
じ
ら
れ
し
と
ぞ⚿
。

更
に
、
当
該
逸
話
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）、
大
阪
の
寒
山
寺
で
東
皐
心
越
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
寺
発
行
の
『
法
施
』
に
も
、
尾
鰭
を
付
け

て
話
を
脚
色
し
た
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る⛀
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
徂
徠
と
心
越
の
琴
を
巡
る
右
の
逸
話
は
、
江
戸
期
か
ら
大
正
末
年
に
至
る
ま
で
、
琴
を
嗜
ん
だ
人
々

の
間
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
話
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
そ
の
真
偽
は
如
何
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
延
宝
五
年
に
長
崎
に
来
航
し
た
心
越
が
、
江
戸
に
来
た
の
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
で
あ
る
。
そ
の
二
年
前
か
ら
、
徂
徠
は
す
で
に
江
戸
に
は
い
な
か
っ

た
。
父
が
徳
川
綱
吉
の
怒
り
に
触
れ
て
江
戸
払
い
に
処
さ
れ
た
た
め
、
家
族
で
江
戸
を
去
り
、
上
総
の
田
舎
に
移
り
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
徂
徠
は
元
禄

三
年
（
一
六
九
〇
）
も
し
く
は
五
年
（
一
六
九
二
）
に
江
戸
に
帰
還
し
た
が
、
そ
の
時
、
心
越
は
す
で
に
水
戸
に
移
っ
て
い
た
。
更
に
そ
の
後
、
心
越
は
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
九
月
に
水
戸
で
亡
く
な
る
前
、
同
年
三
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
前
掲
年
譜
の
延
宝
七
年
～
元
禄
八
年
参
照
）。

よ
っ
て
、
右
の
逸
話
が
正
し
け
れ
ば
、
心
越
が
徂
徠
を
訪
ね
た
時
期
は
、
元
禄
八
年
の
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
時
、
心
越
は
病
を
得
て
療
養
中
で
あ
り
、

徂
徠
の
方
は
、
柳
沢
家
に
仕
え
る
前
の
、
増
上
寺
門
前
で
私
塾
を
開
い
て
細
々
と
生
活
し
て
い
た
と
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
（
年
譜
の
元
禄
八
～
九
年
参
照
）。
全
く

可
能
性
が
無
い
訳
で
は
な
か
ろ
う
が
、
徂
徠
が
当
時
稀
少
で
あ
っ
た
舶
来
の
琴
を
所
有
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
当
該
逸
話
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
稗
田
浩
雄
氏
が

一
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「
当
時
の
心
越
と
徂
徠
の
関
係
、
徂
徠
の
経
済
状
況
か
ら
み
て
現
実
性
の
な
い
話
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が⛁
、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
念
の
た

め
、
次
の
〈
1
〉～〈
3
〉
に
挙
げ
る
三
点
か
ら
、
更
に
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

〈
1
〉
先
に
挙
げ
た
『
四
方
の
硯
』
に
載
せ
る
当
該
逸
話
に
は
、
末
尾
に
「
鈴
木
修シ

ユ
ウ

慶
物
語
な
り
。」
と
あ
り
、
こ
の
話
は
「
鈴
木
修シ

ユ
ウ

慶
」
が
語
っ
た
も
の
だ
と
知

ら
れ
る
。
そ
の
鈴
木
修
慶
（
修
敬
、
蘭
園
、
龍
な
ど
、
一
七
四
一
～
一
七
九
〇
）
と
は
、
京
都
の
医
師
で
、
琴
と
音
律
を
善
く
し
、
琴
の
伝
承
と
研
究
に
貢
献
し
た
人

物
で
あ
る
。
著
書
に
『
琴
学
啓
蒙
』、『
雷
琴
記
』、『
律
呂
弁
説
』
等
が
あ
る
。『
琴
学
啓
蒙
』
に
お
い
て
は
、
徂
徠
の
琴
の
調
に
関
す
る
見
解
な
ど
も
詳
し
く
取
り
上

げ
て
論
じ
て
い
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
全
文
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
書
中
に
は
、
右
の
徂
徠
の
琴
を
巡
る
逸
話
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
か
っ
た

─
た
だ
し
、
本
書

は
専
門
書
な
い
し
研
究
書
の
類
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
逸
話
を
載
せ
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
も
言
え
る
が

─⛂
。
な
お
、
修
慶
は
、
徂
徠
没
後
に
生
ま

れ
た
人
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
徂
徠
と
は
面
識
が
な
い
。
ま
た
、
修
慶
に
関
し
て
は
、
彼
の
琴
の
弟
子
で
あ
っ
た
公
卿
の
平
松
時
章
（
琴
仙
、
一
七
五
四
～
一

八
二
八
）
が
、「
修
敬
不
実
モ
ノ
ニ
テ
虚
言
ヲ
モ
ツ
テ
人
ヲ
タ
バ
カ
ル
」
と
記
し
て
い
る
と
い
う⛃
。
こ
の
点
に
鑑
み
る
と
、
も
し
鈴
木
修
慶
（
修
敬
）
が
右
の
逸
話
を

語
っ
た
と
し
て
も
、
多
少
誇
張
し
た
り
脚
色
を
加
え
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

〈
2
〉
徂
徠
が
晩
年
、
水
戸
藩
の
安
積
澹
泊
（
一
六
五
六
～
一
七
三
七
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
東
皐
心
越
に
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、

心
越
の
名
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る⛄
。
も
し
、
当
該
逸
話
が
伝
え
る
が
如
く
、
徂
徠
が
心
越
と
接
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
、
書
簡
の
中
で
、
少
し
は
そ
の
こ
と
に
触
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
名
を
挙
げ
た
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
徂
徠
の
著
述
に
も
、
管
見
で
は
、
心
越
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
は
見
え
な
い
。『
琴
学

大
意
抄
』
を
初
め
と
す
る
琴
関
係
の
著
述
に
も
、
心
越
と
接
し
た
話
は
見
え
な
い
。

〈
3
〉
徂
徠
の
弟
子
で
あ
る
秋
本
澹
園
に
は
、
自
身
が
幼
少
期
に
心
越
と
面
会
し
た
思
い
出
と
、
自
分
の
弾
琴
の
経
歴
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
が
あ
る
（
次
稿
第
七

章
に
て
後
述
）⛅。
師
で
あ
る
徂
徠
が
、
過
去
に
心
越
と
琴
を
巡
る
接
点
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
澹
園
は
そ
の
話
を
文
中
に
述
べ
る
は
ず
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
記

述
は
見
え
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
該
逸
話
は
、
真
実
味
に
乏
し
い
と
判
断
で
き
よ
う
。
筆
者
は
、
ひ
と
ま
ず
、
徂
徠
と
心
越
に
は
面
識
が
な
か
っ
た
と
み
て
、
論
を
進
め
た

い
。
先
行
研
究
で
も
、
徂
徠
と
心
越
に
は
直
接
的
な
交
友
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
一
致
し
た
見
解
で
あ
る⛆
。
た
だ
し
、
徂
徠
の
周
辺
に
は
、
心
越
と
間ㅟ

接ㅟ

的ㅟ

に
つ
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な
が
る
よ
う
な
人
間
関
係
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
章
以
下
に
取
り
上
げ
た
い
。

二─
三
、
人
見
竹
洞
・
杉
浦
琴
川
・
小
野
田
東
川
と
の
接
点
は
あ
っ
た
の
か

次
は
、
徂
徠
と
人
見
竹
洞
、
杉
浦
琴
川
、
及
び
小
野
田
東
川
と
の
接
点
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
少
々
検
討
し
て
お
く
。

人
見
竹
洞
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
の
著
作
『
学
寮
了
簡
（
書
）』
中
、
林
鵝
峰
の
頃
の
林
家
塾
に
お
け
る
状
況
を
述
べ
た
箇
所
に
、
竹
洞
（
人
見
友
元
）
の
名
が
見
え

る
の
み
で⛇
、
管
見
で
は
、
そ
の
他
の
徂
徠
の
著
述
中
に
、
竹
洞
に
関
し
て
言
及
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
林
家
塾
で
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
竹
洞
の
こ
と
を
、
徂
徠

が
知
っ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
竹
洞
が
六
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
時
、
徂
徠
は
柳
沢
家
に
仕
え
る
前
の
舌
耕
の
身
で
あ
っ
た
（
前
掲
年
譜
の
元
禄
九
年
参
照
）。

両
者
の
年
齢
差
と
、
当
時
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
二
人
の
間
に
、
琴
に
関
す
る
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

杉
浦
琴
川
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
と
琴
川
は
年
齢
が
近
く
（
徂
徠
の
方
が
五
歳
年
長
）、
両
者
の
人
間
関
係
か
ら
間
接
的
な
つ
な
が
り
は
見
出
せ
る
が⛈
、
今
の
と
こ
ろ

筆
者
は
、
徂
徠
の
著
述
中
に
琴
川
の
名
を
見
た
こ
と
は
な
い
上
、
徂
徠
と
琴
川
の
間
に
直
接
交
友
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
記
録
や
見
解
も
、
目
に
し
た
こ
と
は

な
い
。

そ
れ
で
は
、
小
野
田
東
川
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
と
お
り
、
徂
徠
に
は
、
心
越
・
竹
洞
・
琴
川
と
の
直
接
的
な
接
点
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
、
当
時
の
状
況
に
鑑
み
て
、
徂
徠
は
琴
を

心
越
の
弟
子
筋
に
当
た
る
者
か
ら
学
ん
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る⛉
。
と
な
る
と
、
第
一
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
小
野
田
東
川
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
東
川
か
ら
琴
の
教
示

を
受
け
た
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る⛊
。
確
か
に
、
徂
徠
の
弟
子
に
は
、
実
は
、
も
と
よ
り
東
川
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
が
お
り⛋
、

更
に
は
、
東
川
か
ら

─
い
つ
の
時
期
か
は
不
明
だ
が

─
弾
琴
を
学
ん
だ
ら
し
き
秋
本
澹
園
も
い
る
（
次
稿
第
七
章
に
て
後
述
）。
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
徂
徠
と
そ
の
周
辺
の
者
に
よ
る
著
述
中
に
、
徂
徠
自
身
と
東
川
に
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
え
る
よ
う
な
記
録
を
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て
現
時
点
で

は
、
徂
徠
が
東
川
か
ら
琴
を
学
ん
だ
と
確
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
稿
で
着
目
し
た
い
の
は
、
徂
徠
の
各
著
作
の
内
容
と
そ
の
執
筆
時
期
か
ら
考
察
す
る
と
、
東
川
が
生
業
と
し
て
琴
を
教
授
し
始
め
た
と
さ
れ
る
正
徳
元
年

（
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
）
よ
り
も
早
い
時
期
か
、
あ
る
い
は
そ
の
頃
に
、
す
で
に
徂
徠
が
琴
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
知
識

─
形
而
上
学
的
な
知
識
で
は
な

く
、
演
奏
実
践
や
研
究
に
結
び
つ
く
よ
う
な
楽
器
と
楽
理
に
関
す
る
知
識

─
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
第
三
章
で
は
、
徂
徠
の
著
作
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と
そ
れ
に
係
わ
る
事
跡
に
基
づ
い
て
、
徂
徠
が
い
つ
頃
か
ら
琴
の
専
門
的
な
い
し
実
践
的
な
知
識
を
得
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
徂
徠
の
著
作
と
事
跡
か
ら
の
考
察
─
徂
徠
は
い
つ
頃
か
ら
琴
の
知
識
を
得
て
い
た
の
か
─

前
述
の
と
お
り
、
徂
徠
の
各
著
作
の
内
容
と
そ
の
執
筆
時
期
に
基
づ
く
と
、
正
徳
元
年
の
前
年
で
あ
る
宝
永
七
年
に
は
、
徂
徠
が
琴
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
専
門

的
知
識
を
有
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
更
に
、
徂
徠
の
事
跡
を
辿
る
と
、
享
保
元
年
に
は
、
琴
の
古
楽
譜
の
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
の
知
識
も
得
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
〈
1
〉～〈
4
〉
に
、
そ
の
事
例
を
挙
げ
る
。

〈
1
〉『
楽
制
篇
』
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）～
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
春
ま
で
に
、
徂
徠
は
楽
書
十
巻
（
逸
書
）
を
執
筆
す
る
。
本
書
は
、
現
存
す
る
『
楽
律
考
』・『
楽
制
篇
』・

『
楽
曲
考
』
を
含
む
『
大
楽
発
揮
』
五
篇
、
あ
る
い
は
そ
の
草
稿
な
い
し
初
稿
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
推
定
す
る
が⛌
、
そ
の
う
ち
の
『
楽
制
篇
』
で
は
、
琴
の
調
（
調
絃

法
と
そ
の
調
子
）
に
つ
い
て
考
究
し
て
い
る⛍
。

〈
2
〉『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

徂
徠
が
二
十
五
、
六
歳
の
時
に
増
上
寺
門
前
の
私
塾
で
口
述
し
た
講
義
ノ
ー
ト
を
基
に
、
宝
永
六
年
～
正
徳
三
年
頃
ま
で
改
稿
作
業
を
行
い
、
正
徳
四
～
五
年
（
一

七
一
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
に
は⛎
、
琴
の
楽
器
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
が
無
い
と
書
け
な
い
よ
う
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
巻
一
の
「
徽
」
の
項
目
に
は
、「
琴
ノ
カ
ン
ド
コ
ロ
ヲ
徽
ト
云
、
金
・
玉
・
水
精
・
螺
蚌
ニ
テ
ス
ル
ナ
リ
。
十
三
ア
リ
。
故
ニ
金
徽
・
玉
徽
・
㖐
徽
・
淸

徽
、
皆
琴
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
コ
ト
ヂ
ト
云
フ
訓
ハ
大
ニ
㗂
レ
リ⛏
。」
と
あ
る
。
琴
の
楽
器
に
触
れ
た
こ
と
が
な
く
、
文
献
の
み
か
ら
知
識
を
得
た
者
は
、
琴
の
「
徽
」（
楽

器
表
面
に
埋
め
込
ま
れ
た
十
三
個
の
印
）
を
、
箏
の
「
こ
と
じ
」（「
箏こ

と

柱じ

」「
琴こ

と

柱じ

」
と
も
）
と
混
同
す
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
徽
」
と
「
こ

と
じ
」
は
全
く
以
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
琴
に
お
い
て
は
、「
こ
と
じ
」（
柱じ

）
の
無
い
こ
と
が
、
そ
の
演
奏
法
と
音
楽
そ
の
も
の
の
重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
コㅟ

トㅟ

ヂㅟ

ト
云
フ
訓
ハ
大
ニ
㗂
レ
リ
。」
と
い
う
説
明
か
ら
は
、
徂
徠
が
楽
器
と
し
て
の
琴
を
実
際
に
知
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、
巻
四
の
「
軫
」
の
項
目
に
、「
軫
ハ
琴
ノ
下
ニ
ア
リ
テ
琴
ノ
絃
ヲ
ヒ
ネ
ル
モ
ノ
ナ
リ⛐
。」
と
あ
る
の
も
、
琴
を
弾
じ
た
り
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
琴
に
触
れ
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た
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
の
説
明
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
3
〉『
蘐
園
随
筆
』
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

正
徳
四
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
徂
徠
の
著
作
『
蘐
園
随
筆
』
は
、
正
徳
二
年
秋
か
ら
同
三
年
春
ま
で
に
は
、
そ
の
最
終
稿
が
で
き
て
い
た
と
さ
れ
る⛑
。
本
書
中
に

は
、『
楽
制
篇
』
に
も
論
じ
る
、
琴
の
調
に
関
す
る
徂
徠
自
身
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る⛒
。

〈
4
〉
琴
の
古
楽
譜
『
幽
蘭
』
と
古
指
法
書
『
琴
用
指
法
』
の
研
究
に
至
る
経
緯
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

山
田
淳
平
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
年
。
六
月
に
享
保
と
改
元
）
三
月
、
徂
徠
は
、
狛
高
庸
の
甥
に
あ
た
る
楽
家
の
辻
近
寛
（
本
姓
は
狛
、

近
家
と
も
、
一
六
六
八
～
一
七
二
〇
）
と
初
め
て
知
り
合
い
に
な
っ
た
と
い
う⛓
。

そ
の
後
、
徂
徠
は
、
近
寛
か
ら
琴
の
古
楽
譜
『
幽
蘭
』
を
借
り
、
そ
の
価
値
を
見
出
し
て
、
享
保
元
年
八
月
に
は
、
門
弟
た
ち
と
『
幽
蘭
』
を
鑑
賞
し
な
が
ら
感
動

を
分
か
ち
合
っ
た
こ
と
、
更
に
、
近
寛
か
ら
は
琴
の
古
指
法
書
（「
用
指
法
」
等
と
も
呼
ば
れ
る
が
本
稿
で
は
『
琴
用
指
法
』
と
称
す
る
）
も
借
覧
し
、
両
書
を
解
釈

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、『
琴
用
指
法
』
を
用
い
た
『
幽
蘭
』
の
解
読
・
復
元
研
究
を
行
っ
た
こ
と
が
、
徂
徠
や
弟
の
荻
生
北
渓
の
著
述
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る⛔
。
こ
の
研

究
成
果
と
し
て
、
徂
徠
自
筆
稿
本
の
『
琴
学
大
意
抄
』
と
『
幽
蘭
譜
抄
』（
い
ず
れ
も
荻
生
家
所
蔵
）
等
が
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
よ
る
と
、
徂
徠
の
『
幽
蘭
』

研
究
は
、
琴
の
奏
法
を
熟
知
し
、
弾
琴
の
実
践
経
験
が
あ
っ
た
上
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る⛕
。

以
上
、〈
1
〉
に
挙
げ
た
琴
の
調
に
関
す
る
知
識
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
伝
入
し
て
い
た
漢
籍
か
ら
得
た
も
の
が
基
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
が⛖
、
琴
と
い
う
楽
器
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
状
態
で
、
た
だ
書
籍
の
情
報
に
基
づ
く
の
み
で
は
、『
楽
制
篇
』
に
述
べ
る
よ
う
な
考
究
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
に
想
定
し
た
上
で
、〈
2
〉～〈
4
〉
に
挙
げ
た
事
柄
を
併
せ
て
検
討
す
る
と
、
徂
徠
は
、
早
く
は
宝
永
七
年
に
は
、
遅
く
と

も
享
保
元
年
ま
で
に
は
琴
に
触
れ
て
お
り
、
琴
に
関
す
る
実
践
的
な
い
し
専
門
的
な
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
、
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
ね
て
よ
り
筆
者
は
、
当
時
の
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
は
、
小
野
田
東
川
の
教
授
以
外
に
も
、
琴
に
通
じ
る
道
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
よ
っ
て
、
次
の
第
四
～
九
章
で
は
、
少
々
視
点
を
広
げ
て
、
正
徳
年
間
ま
で
に
あ
っ
た
徂
徠
の
交
友
関
係
か
ら
、
徂
徠
と
琴
の
接
点
を
探
り
た
い
。

結
論
を
一
部
先
に
述
べ
る
と
、
徂
徠
の
蘐
園
塾
に
お
け
る
早
い
時
期
の
弟
子
た
ち
の
中
に
は
、
正
徳
元
年
に
は
す
で
に
弾
琴
を
善
く
し
た
と
い
う
本
多
猗
蘭
（
忠
統
）

や
、
幼
少
期
に
東
皐
心
越
か
ら
琴
の
小
曲
を
教
授
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
秋
本
澹
園
が
い
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
徂
徠
に
お
い
て
は
、
当
時
最
も
中
国
に
近

一
一
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻



か
っ
た
と
言
え
る
人
々
、
例
え
ば
唐
通
事
（
中
国
語
通
訳
）
ら
と
の
交
流
や
、
唐
話
（
中
国
語
）
の
研
究
会
を
通
し
て
も
、
比
較
的
早
く
か
ら
、
琴
を
嗜
ん
だ
人
々
と

の
直
接
的
な
い
し
間
接
的
な
接
点
が
あ
り
、
琴
に
触
れ
る
機
会
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
以
下
は
、
徂
徠
と
琴
を
つ
な
い
だ
と
思
し
き
人
物
と
そ
の
事
例
を
一

つ
一
つ
挙
げ
て
、
考
証
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

小
結

本
稿
で
は
、
先
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、〈
一
〉
徂
徠
が
、
い
つ
頃
か
ら

ど
の
よ
う
に
弾
琴
の
実
践
的
知
識
を
身
に
付
け
た
り
、
琴
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、〈
二
〉
徂
徠
と
そ
の
周
辺
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に
琴
の
演

奏
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
設
定
し
た
。
今
回
、
本
稿
（
そ
の
一
）
に
お
い
て
は
、〈
一
〉
の
問
題
を
論
じ
た
第
一
～
九
章
の
う
ち
、
第
三
章
ま
で
し

か
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
続
き
の
第
四
～
九
章
、
及
び
後
者
〈
二
〉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

注⑴

林
謙
三
「
琴
書
三
題
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
二
巻
四
号
、
一
九
四
二
年
）
二
三
五
～
二
三
七
頁
、
吉
川
良
和
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
二

冊
、
一
九
八
二
年
）、
稗
田
浩
雄
「
徂
徠
兄
弟
の
琴
学
」（『
冬
青
』
四
二
号
、
一
九
八
八
年
）、
同
氏
「
荻
生
徂
徠
の
「
碣
石
調
幽
蘭
」
研
究
略
述
」（『
幽
蘭
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
論
文
集
）』
東
洋
琴
学
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）、
同
氏
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』（
東
洋
琴
学
研
究
所
・
梁
谿
山
房
、
私
家
版
、
二
〇
二
〇
年
）
三
三
〇
～
三
四
七
頁
な

ど
。

⑵

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
第
一
章
第
二
節
（
二
）「
荻
生
徂
徠
と
『
幽
蘭
』」
第
二
章
「
荻
生
徂
徠
に
よ
る
『
幽
蘭
』
研
究
の
実
態
」（
北
海
道
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
二
年
）、
及
び
拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
音
楽
に
関
す
る
新
出
資
料
五
点
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て

─
享
保
五
年
に
有
馬
兵
庫
頭
の
問
い
に
答
え
た
書
、「
三
五
要
略
考
」

及
び
音
楽
に
関
す
る
覚
書
、
琴
（
七
絃
琴
）
に
関
す
る
文
書
、
吉
水
院
旧
蔵
楽
書
に
関
す
る
文
書
、
中
根
元
圭
に
宛
て
た
書
簡
」
の
「
三
、
琴き

ん

（
七
絃
琴
）
に
関
す
る
文
書
」

（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
一
輯
、
二
〇
一
八
年
）
に
詳
し
い
。

⑶

稗
田
浩
雄
「
徂
徠
兄
弟
の
琴
学
」
で
は
、「
徂
徠
自
身
が
語
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
琴
の
師
系
は
明
ら
か
で
な
い
。」
と
述
べ
、
岸
辺
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』（
有

隣
堂
印
刷
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
七
六
頁
で
は
、「
荻
生
徂
徠
は
、…

…

琴
学
研
究
者
と
し
て
の
名
は
高
い
が
、
琴
師
が
誰
か
を
は
じ
め
、
琴
演
奏
家
と
し
て
の
活
動
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。」
と
述
べ
る
。
ほ
か
、
後
の
注
⛉
⛊
参
照
。

⑷

暢
素
梅
「
蘐
園
学
派
と
音
楽
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
小
島
康
敬
「
荻
生
徂
徠
一
門
の
音
楽
嗜
好
と
そ
の
礼
楽
観
」（『「
礼
楽
」
文
化

─
東
ア
ジ

ア
の
教
養
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

一
一
一

荻
生
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）



⑸

中
根
香
亭
「
七
絃
琴
の
伝
来
」（
新
保
磐
次
編
『
香
亭
遺
文
』
金
港
堂
、
一
九
一
六
年
）、
岸
辺
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』、
坂
田
進
一
「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
一
」（『
斯

文
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）
二
二
～
三
二
頁
、
同
氏
「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
二
」（『
斯
文
』
第
一
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
～
一
六
頁
、
同
氏
『「
玉
堂
琴
譜
」
論
攷

─
浦
上
玉
堂
琴
の
世
界
』「
二
、
東
皐
心
越
の
東
渡
」（
学
藝
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
参
照
。

⑹

稗
田
浩
雄
「
荻
生
徂
徠
の
「
碣
石
調
幽
蘭
」
研
究
略
述
」
三
五
頁
に
は
、「
東
皐
心
越
が
ま
だ
来
朝
し
て
い
な
い
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）、
人
見
竹
洞
が
「
混
沌
琴
」
を
作
っ

て
い
る
。
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
夏
、
先
聖
殿
に
琴
一
面
が
奉
納
さ
れ
、
林
鵝
峰
が
琴
の
奉
納
記
を
書
い
た
。」
と
あ
る
。
な
お
、
竹
洞
は
林
鵝
峰
長
男
の
林
梅
洞
と
は
親
友
。

ま
た
、
楽
家
で
あ
り
な
が
ら
林
家
で
鵝
峰
か
ら
学
び
、
儒
者
に
列
し
た
狛
高
庸
（
辻
春
達
）
も
竹
洞
・
梅
洞
と
親
し
く
、
高
庸
の
妻
は
竹
洞
の
妹
で
あ
る
。
ま
た
稗
田
氏
は
、

「
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
上
野
東
叡
山
麓
の
高
庸
宅
で
の
会
で
林
梅
洞
が
「
雪
夜
琴
を
聴
く
を
賦
す
る
詩
の
序
」
の
一
文
を
草
し
ま
た
「
雪
夜
琴
を
聴
く
」
の
詩
を
書
い
て

い
る
。
こ
の
日
琴
を
弾
じ
た
の
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
人
見
竹
洞
で
あ
ろ
う
。」
と
も
述
べ
る
。
当
該
内
容
は
、
同
氏
の
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
一

二
〇
～
一
二
四
、
二
三
六
～
二
三
八
頁
に
詳
し
い
。

⑺
『
人
見
竹
洞
詩
文
集
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
の
澤
井
啓
一
著
「
解
題
」
参
照
。

⑻

林
読
耕
斎
著
『
読
耕
先
生
全
集
』（
寛
文
九
年
刊
本
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
［205-169

］）
第
一
八
冊
、
及
び
第
一
九
冊
所
収
、『
読
耕
詩
集
』
巻
一
七
「
眉
公
琴
謡

〔
并
序
〕」、
及
び
巻
一
八
「
答
寄
石
丈
山
〔
并
序
〕」
に
拠
る
（
な
お
、
上
記
の
標
題
に
見
え
る
割
注
は
〔

〕
で
示
し
た
）。
ち
な
み
に
、
丈
山
の
琴
は
現
在
も
詩
仙
堂
に
存
す

る
。

⑼

稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
七
二
～
七
三
、
一
二
〇
～
一
二
四
頁
、
及
び
『
読
耕
先
生
全
集
』
第
四
冊
所
収
、『
読
耕
文
集
』
巻
一
〇
「
混
沌
琴
説
〔
万
治
三
年
作
〕」

に
拠
る
。

⑽

林
梅
洞
著
『
梅
洞
林
先
生
全
集
』（
寛
文
八
年
刊
本
、
内
閣
文
庫
所
蔵
［205-175

］、
林
家
旧
蔵
）
第
三
冊
所
収
『
梅
洞
林
先
生
詩
続
集
』
巻
一
四
「
辛
丑
稿
下
」
の
「
竹
洞

待
雪
〔
仲
冬
念
五
日
、
野
宜
卿
席
〕」、「
栗
里
琴
書
〔
同
席
〕」、「
同
席
即
興
」、「
帰
家
之
後
裁
一
律
寄
宜
卿
」
と
題
す
る
四
詩
、
及
び
こ
れ
ら
と
同
日
の
同
席
に
お
け
る
作
と
推

定
で
き
る
『
読
耕
先
生
全
集
』
第
二
〇
冊
所
収
『
読
耕
詩
集
』
巻
一
九
の
「
竹
洞
待
雪
歌
〔
仲
冬
念
五
夜
、
遊
金
氏
竹
洞
賦
之
〕」、「
栗
里
琴
書
〔
同
席
〕」、「
席
上
即
興
〔
同
。

今
夜
狛
高
庸
在
座
弾
琴
吹
笙
〕」
の
三
詩
に
拠
る
（
な
お
、
標
題
に
見
え
る
割
注
は
〔

〕
で
示
し
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
）。『
読
耕
詩
集
』
の
第
三
首
標
題
の
割
注
に
見
え

る
「
琴
」
が
、
他
の
「
琴こ

と

」
類
（
箏
や
和
琴
な
ど
）
で
は
な
く
琴き

ん

（
七
絃
琴
・
古
琴
）
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
の
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、
同
席
で
詠
ま
れ
た
「
栗
里
琴

書
」
と
題
す
る
二
首
が
、
琴き

ん

を
愛
好
し
た
陶
淵
明
の
故
事
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
こ
れ
は
琴き

ん

を
指
す
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
事
項
を
、
年
譜
で
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
あ
る
い
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
と
し
た
の
は
、『
梅
洞
林
先
生
詩
続
集
』
巻
一
四
「
辛
丑
稿
下
」
収
載

の
四
詩
に
拠
る
と
、
一
六
六
一
年
（
辛
丑
）
と
み
ら
れ
る
が
、『
読
耕
詩
集
』
巻
一
九
収
載
の
三
詩
が
収
載
さ
れ
た
順
序
に
基
づ
く
と
、
一
六
六
〇
年
（
庚
子
）
十
一
月
の
出
来

事
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
読
耕
斎
は
一
六
六
一
年
三
月
に
没
し
た
の
で
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
、
筆
者
は
、
両
者
を
同
日
同
席
の
出

来
事
と
判
断
し
た
が
、
別
の
日
の
出
来
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
し
て
も
、
読
耕
斎
在
世
中
に
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
会
で
琴
が
弾
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑾

稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
一
四
二
～
一
四
三
、
二
二
一
頁
参
照
。

⑿

林
鵝
峰
著
『
鵝
峰
林
学
士
文
集
』
巻
一
一
八
「
奉
納
琴
一
張
武
州
州
学
先
聖
殿
」（
日
野
龍
夫
編
集
・
解
説
『
鵝
峰
林
学
士
文
集
下
』
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
一
二
巻
、
ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
、
五
八
三
頁
）
参
照
。

⒀

稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
二
三
六
～
二
三
七
頁
に
詳
し
い
。『
梅
洞
林
先
生
全
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
［205-175

］、
林
家
旧
蔵
）
第
五
冊
所
収
『
梅
洞
林
先
生
詩

一
一
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻



続
集
』
巻
一
九
「
申
辰
稿
」
の
「
雪
夜
聴
琴
〔
臘
月
八
日
、
狛
庸
席
〕」、
及
び
林
梅
洞
著
『
梅
洞
林
先
生
全
集
』（
寛
文
八
年
刊
本
、
内
閣
文
庫
所
蔵
［205-172

］、
昌
平
坂
学

問
所
旧
蔵
）
第
二
冊
所
収
『
梅
洞
林
先
生
文
集
』
巻
五
の
「
賦
雪
夜
聴
琴
詩
序
〔
狛
庸
席
〕」
参
照
。

⒁
「
徠
翁
七
歳
の
時
、
林
春
斎
宅
に
て
掛
物
を
読
ま
れ
、
春
斎
甚
感
心
せ
り
。
初
は
林
家
に
入
門
せ
ら
れ
し
ゆ
へ
、
林
家
の
古
き
入
門
帳
に
は
徂
徠
の
名
も
あ
り
。」『
続
日
本
随

筆
大
成
』
第
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
所
収
『
蘐
園
雑
話
』
七
五
頁
。

⒂

大
庭
卓
也
「
人
見
竹
洞
と
東
皐
心
越

─
竹
洞
伝
の
一
齣
」（
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
『
語
文
研
究
』
八
二
号
、
一
九
九
六
年
）
三
一
～
三
二
頁
に
よ
る
と
、
鹿
島
藩
主
の

鍋
島
直
條
（
一
六
五
五
～
一
七
〇
五
）
が
延
宝
三
年
に
竹
洞
に
呈
し
た
と
思
し
き
「
憶
葛
東
昔
遊
文
呈
竹
洞
君
」
に
、「
去
夏
六
月
、
雅
君
ノ
招
キ
ニ
応
ジ
、
葛
東
ノ
別
業
ニ
遊

ブ
。
狛
氏
（
註
・
狛
高
庸
）
モ
亦
タ
来
会
ス
。…

…

君
ハ
以
テ
琴
ヲ
弾
ジ
、
狛
ハ
以
テ
笙
ヲ
吹
ク
。」
と
見
え
る
と
い
う
。

⒃

杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』（
三
樹
書
房
、
一
九
八
九
年
）
二
七
～
二
八
頁
参
照
。

⒄

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』（
㚻
凡
社
、
一
九
八
四
年
）
三
一
頁
、
及
び
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
［LH

2-2.05-82

］『
徂
徠
先
生
年
譜
細
君
墓
表
神
主
』（
写

本
一
冊
）
に
拠
る
。

⒅

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
三
一
～
三
二
頁
、
及
び
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
『
徂
徠
先
生
年
譜
細
君
墓
表
神
主
』
に
拠
る
。

⒆

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
三
二
～
三
三
頁
、
及
び
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
『
徂
徠
先
生
年
譜
細
君
墓
表
神
主
』
に
拠
る
。

⒇

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
三
三
、
一
七
一
～
一
七
二
頁
参
照
。

⚦

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
二
八
頁
参
照
。

⚧

稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
一
二
四
頁
に
詳
し
い
。

⚨
『
企
画
展
「
東
皐
心
越
と
水
戸
光
圀

─
黄
門
様
が
招
い
た
異
国
の
禅
僧
」』（
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）
三
四
頁
参
照
。

⚩

杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』
一
〇
〇
～
一
〇
八
頁
、
坂
田
進
一
「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
一
」
二
六
～
三
一
頁
、
同
氏
『「
玉
堂
琴
譜
」
論
攷

─
浦
上
玉
堂
琴
の
世

界
』
四
五
～
五
三
頁
参
照
。

⚪

杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』
一
一
二
～
二
一
九
頁
に
拠
る
。

⚫

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
三
九
～
四
〇
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
、
及
び
田
尻
祐
一
郎
『
荻
生
徂
徠
』（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
⑮
、
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一

六
～
一
七
頁
参
照
。

⚬

井
上
忠
『
貝
原
益
軒
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）
一
五
八
～
一
五
九
頁
に
拠
る
。

⚭

杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』
一
九
九
～
二
〇
二
頁
、
及
び
国
会
図
書
館
所
蔵
『
琴
学
心
声
諧
譜
』［W

488-N
38

］（
写
本
二
冊
）
に
附
す
秋
本
澹
園
（
以
正
）
の

跋
文
に
拠
る
。
詳
し
く
は
次
稿
第
七
章
に
て
取
り
上
げ
る
が
、
筆
者
は
右
の
澹
園
の
跋
文
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
に
稗
田
浩
雄
氏
か
ら
ご
教
示
頂
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
三
八
四
頁
に
詳
し
い
。

⚮

前
の
説
は
、
杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』
二
一
四
～
二
一
五
頁
に
拠
る
。
こ
の
杉
村
氏
の
説
に
拠
る
と
、
琴
川
は
翌
年
の
元
禄
八
年
三
～
八
月
、
心
越
が
江
戸
に

来
て
い
た
時
期
に
、
心
越
か
ら
琴
を
習
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
後
の
説
は
次
の
と
お
り
。
す
な
わ
ち
坂
田
進
一
『「
玉
堂
琴
譜
」
論
攷

─
浦
上
玉
堂
琴
の
世
界
』
五
四
頁
に
お
い

て
は
、
琴
川
は
天
和
二
年
の
夏
か
ら
心
越
に
師
事
し
た
と
し
て
お
り
、
大
口
勇
次
郎
「
琴
を
愛
で
た
旗
本
杉
浦
正
職

─
丹
波
の
碑
文
を
手
が
か
り
に
」（『
寒
川
町
史
研
究
』
第

七
号
、
一
九
九
四
年
）
五
二
頁
で
は
、
琴
川
は
天
和
元
年
に
心
越
か
ら
伝
授
を
受
け
た
と
推
定
し
て
い
る
。

一
一
三

荻
生
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）



⚯

杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』
二
一
五
～
二
二
二
頁
参
照
。

⚰

坂
田
進
一
「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
一
」
三
一
頁
参
照
。

⚱

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
四
二
～
四
三
頁
参
照
。

⚲

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、
田
安
徳
川
家
資
料
［15-501-2

］『
東
皐
琴
譜
』（
写
本
三
冊
）
に
拠
る
。

⚳

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
六
一
頁
参
照
。

⚴

前
注
⚲
に
同
じ
。

⚵

稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
二
八
五
頁
に
拠
る
。

⚶

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
六
九
～
七
二
頁
、
田
尻
祐
一
郎
『
荻
生
徂
徠
』
二
一
頁
参
照
。

⚷

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、
田
安
徳
川
家
資
料
［15-501-2

］『
東
皐
琴
譜
』、
及
び
中
根
香
亭
「
七
絃
琴
の
伝
来
」
四
四
六
～
四
四
七
頁
に
拠
る
。

⚸

前
の
説
は
、
坂
田
進
一
『「
玉
堂
琴
譜
」
論
攷

─
浦
上
玉
堂
琴
の
世
界
』
三
七
、
五
九
頁
に
拠
る
。
後
の
説
は
、
中
根
香
亭
「
七
絃
琴
の
伝
来
」
四
四
七
～
四
四
八
頁
に
拠

る
。

⚹

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
七
六
頁
参
照
。

⚺

関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
［LH

2-2.05-82

］『
徂
徠
先
生
年
譜
細
君
墓
表
神
主
』
に
拠
る
。

⚻

当
該
故
事
は
、『
呂
氏
春
秋
』
巻
一
四
「
孝
行
覧
」「
本
味
」
に
、「
伯
牙
鼓
琴
、
鍾
子
期
聽
之
、
方
鼓
琴
而
志
在
太
山
、
鍾
子
期
曰
、「
善
哉
乎
鼓
琴
、
巍
巍
乎
若
太
山
。」
少

㘿
之
閒
、
而
志
在
流
水
、
鍾
子
期
又
曰
、「
善
哉
乎
鼓
琴
、
湯
湯
乎
若
流
水
。」
鍾
子
期
死
、
伯
牙
破
琴
絕
弦
、
㗸
身
不
復
鼓
琴
、
以
爲
世
無
足
復
爲
鼓
琴
者
。」（
呂
不
韋
著
、
陳

奇
猷
校
釈
『
呂
氏
春
秋
新
校
釈
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
七
四
四
～
七
四
五
頁
）
と
見
え
、『
列
子
』
巻
五
「
湯
問
篇
」
に
も
、「
伯
牙
善
鼓
琴
、
鍾
子
期
善
聽
。
伯

牙
鼓
琴
、
志
在
登
高
山
。
鍾
子
期
曰
、「
善
哉
。
峨
峨
兮
若
泰
山
。」
志
在
流
水
。
鍾
子
期
曰
、「
善
哉
。
洋
洋
兮
若
江
河
。」
伯
牙
㘂
念
、
鍾
子
期
必
得
之
。
伯
牙
游
於
泰
山
之

陰
、
卒
逢
暴
雨
、
止
於
巖
下
、
心
悲
、
乃
㕗
琴
而
鼓
之
。
初
爲
霖
雨
之
操
、
更
㙉
崩
山
之
音
。
曲
每
奏
、
鍾
子
期
輒
窮
其
趣
。
伯
牙
乃
舍
琴
而
嘆
曰
、「
善
哉
、
善
哉
、
子
之
聽

夫
。
志
想
象
㛹
吾
心
也
。
吾
於
何
㚇
聲
哉
。」」（
楊
伯
峻
撰
『
列
子
集
釈
』
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
一
七
八
頁
）
と
見
え
る
。
ほ
か
、
後
々
ま
で
多
く
の
文
献
に
お
い
て

─
更
な
る
内
容
を
付
加
さ
れ
た
り
し
て
様
々
に

─
言
及
な
い
し
記
載
さ
れ
て
き
た
。

⚼
『
毛
詩
正
義
』（
十
三
経
注
疏
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
一
頁
。

⚽

琴
瑟
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
の
著
作
『
琴
学
大
意
抄
』
に
も
言
及
が
あ
る
。
拙
稿
「
荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
所
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
注
釈
稿
（
一
）」（『
國
學

院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
四
巻
、
二
〇
一
七
年
）
三
五
、
三
七
頁
参
照
。

⚾
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
一
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
所
収
『
四
方
の
硯
』
三
四
八
～
三
四
九
頁
に
拠
り
、
句
読
点
と
濁
点
を
適
宜
施
し
、
本
文
左
側
に
記

さ
れ
た
ル
ビ
は
〈

〉
で
示
し
た
。（

）
内
の
注
記
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

⚿
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
所
収
『
仮
名
世
説
』
二
六
一
頁
か
ら
引
用
。

⛀

上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
、
永
田
聴
泉
旧
蔵
琴
楽
資
料
［Cイ

9・
10

］
大
正
十
五
年
十
二
月
寒
山
寺
発
行
『
法
施
』
第
二
二
巻
第
一
二
号
に
、「
名
高
い
徂
徠

先
生
は
琴
學
に
も
㙳
じ
て
居
つ
た
㚘
學
な
方
で
、
心
越
禪
師
は
琴
を
新
た
に
製
作
せ
ん
と
思
は
れ
た
。
㘂
が
徂
徠
の
家
に
古
琴
を
㘂
藏
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
聞
い
て
、
早
㙋

訪
問
し
た
。
徂
徠
は
傲
岸
不
遜
な
態
度
で
、
禪
師
を
㖨
す
る
こ
と
恰
か
も
少
兒
に
對
す
る
が
如
く
で
あ
つ
た
が
、
禪
師
は
㚻
氣
な
も
の
で
、
つ
ゆ
こ
れ
を
心
に
介
せ
ず
、
う
ま
く

一
一
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻



賴
み
㗓
ん
だ
と
み
へ
て
、
徂
徠
が
大
切
に
㘂
藏
し
て
居
る
古
琴
を
借
り
て
去
つ
た
。
他
日
徂
徠
は
使
者
を
つ
か
は
し
て
曰
く
、
禪
師
が
我
が
古
琴
を
借
り
た
の
は
、
必
竟
新
た
に

模
㙉
せ
ん
が
た
め
で
あ
ら
う
。
名
工
と
い
へ
ど
も
其
內
を
窺
は
ね
ば
之
を
㙉
る
事
が
出
來
な
い
。
よ
ろ
し
く
琴
を
碎
い
て
其
斧
痕
を
見
て
も
よ
ろ
し
い
と
云
つ
た
。
㘂
が
心
越
答

へ
て
、
衲
も
と
よ
り
碎
い
て
其
內
を
觀
む
と
す
。
何
ぞ
足
下
の
言
を
待
た
ん
や
と
云
つ
た
。
使
者
は
其
言
の
㙳
り
復
命
す
る
と
、
徂
徠
始
め
て
そ
の
常
人
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
知

つ
た
と
、
藝
苑
叢
談
に
書
い
て
あ
る
が
、…

…

」（
七
～
八
頁
。
な
お
原
本
の
ル
ビ
は
省
略
し
、
適
宜
句
読
点
を
改
め
た
。
こ
の
話
の
出
典
と
い
う
『
藝
苑
叢
談
』
に
つ
い
て
は
、

筆
者
は
未
見
で
あ
る
）
と
あ
る
。

⛁

稗
田
浩
雄
「
荻
生
徂
徠
の
「
碣
石
調
幽
蘭
」
研
究
略
述
」
三
九
頁
。

⛂

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
［X-3012

］
鈴
木
龍
撰
『
琴
学
啓
蒙
』（
写
本
一
冊
）
に
拠
る
。

⛃

豊
永
聡
美
「
大
英
博
物
館
所
蔵
「
平
松
家
旧
蔵
楽
書
資
料
」
に
つ
い
て
」（『
東
京
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
三
集
、
一
九
九
九
年
）
三
頁
に
拠
る
。

⛄
『
徂
徠
集
』
巻
二
八
「
復
安
澹
泊
」
第
一
書
に
、「
不
佞
茂
卿
。
自
少
小
仄
聞
大
邦
之
風
。
私
心
鄕
㕝
者
尙
矣
。
恭
惟
西
山
先
侯
。
以
親
藩
之
㙎
。
爲
㙥
石
斯
文
。
天
縱
之
㗥
。

㙲
蹤
異
代
。
乃
間
㚻
不
啻
已
。
其
好
士
下
賢
之

。
焜
燁
一
世
。
則
先
明
㕊
氓
。
㛷
若
朱
㒓
水
先
生
。
Ἰ
僧
東
皐
之
屬
。
遙
覽
德
輝
。
Ἶ
然
來
集
。」（
荻
生
徂
徠
著
、
平
石
直
昭

編
集
・
解
説
『
徂
徠
集
付
・
徂
徠
集
拾
遺
』
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
、
三
〇
〇
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）
と
見
え
る
。

⛅

国
会
図
書
館
所
蔵
『
琴
学
心
声
諧
譜
』［W

488-N
38

］
に
附
す
秋
本
澹
園
（
以
正
）
の
跋
文
。
稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
三
八
四
頁
に
詳
し
い
。

⛆

後
の
注
⛉
⛊
参
照
。
先
行
研
究
で
は
、
心
越
と
の
交
流
は
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
の
上
で
、
徂
徠
は
心
越
の
弟
子
筋
に
当
た
る
者
か
ら
琴
を
学
ん
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⛇

島
田
虔
次
編
輯
『
荻
生
徂
徠
全
集
第
一
巻
学
問
論
集
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）
所
収
「
学
寮
了
簡
書
〔
翻
字
〕」
五
六
七
頁
参
照
。

⛈

例
え
ば
、
徂
徠
は
、
黄
檗
宗
万
福
寺
第
八
代
住
持
の
悦
峰
道
章
と
交
遊
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
六
三
、
六
四
、
六
六
、
七
一
、
七
四
頁

な
ど
）、
琴
川
も
悦
峰
と
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
稗
田
浩
雄
『
修
訂
近
世
琴
学
史
攷
』
二
六
二
～
二
六
三
頁
）。
そ
の
他
、
林
鳳
岡
を
介
し
て
も
徂
徠
と
琴
川
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
等
々
で
あ
る
。

⛉

吉
川
良
和
氏
の
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」
で
は
、「
も
と
を
た
ず
ね
れ
ば
彼
（
引
用
者
注
、
徂
徠
）
が
琴
楽
に
ふ
れ
え
た
の
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
明
朝
琴
楽
の
隆
盛
と
、
そ

れ
に
と
も
な
う
琴
書
の
さ
か
ん
な
出
版
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
直
接
的
に
は
、
東
皐
禅
師
・
心
越
が
延
宝
五
年
長
崎
に
渡
来
し
て
、
日
本
の
琴
楽
を
復
興
さ
せ
、
人

見
竹
洞
以
下
の
琴
家
を
輩
出
し
た
歴
史
的
事
件
が
徂
徠
に
七
弦
琴
の
実
際
を
知
ら
し
め
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。「
徂
徠
集
」（
巻
二
八
）
に
、「
㛷
若
朱
㒓
水
先
生
、
曁
僧
東
皐
之

屬
、
遙
覽
德
輝
、
Ἶ
然
來
集
。」〈
復
安
澹
泊

第
一
〉
と
い
え
る
如
く
、
徂
徠
に
は
東
皐
禅
師
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
し
、
琴
譜
の
読
法
、
演
奏
法
な
ど
、
そ
の
弟
子
に
当
る

も
の
か
ら
学
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
他
に
教
え
る
も
の
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
。」（
一
三
頁
）
と
述
べ
る
。

⛊

坂
田
進
一
氏
は
、『「
玉
堂
琴
譜
」
論
攷

─
浦
上
玉
堂
琴
の
世
界
』
一
五
頁
に
お
い
て
、
徂
徠
が
『
幽
蘭
』
研
究
に
あ
た
っ
て
「
琴
師
小
野
田
東
川
に
直
接
問
う
た
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
筆
者
が
以
前
坂
田
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
琴
楽
伝
授
の
状
況
か
ら
そ
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⛋

松
崎
惟
時
著
「
春
台
先
生
行
状
」
に
、「
享
保
中
。
㙫
廷
命
小
野
田
國
光
詳
定
琴
曲
。
國
光
故
與
先
生
善
。」（
太
宰
春
台
著
、
小
島
康
敬
編
集
・
解
説
『
春
台
先
生
紫
芝
園
稿
』

近
世
儒
家
文
集
集
成
第
六
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
、
三
〇
三
頁
）
と
あ
る
。
小
野
田
東
川
（
国
光
）
は
、
享
保
二
十
年
に
、
幕
命
に
よ
り
、
雅
楽
の
管
絃
に
琴
を
編
入

す
る
た
め
の
雅
楽
曲
の
琴
譜
化
を
行
っ
た
の
で
、
太
宰
春
台
と
東
川
は
、
そ
の
時
よ
り
も
前
か
ら
す
で
に
親
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⛌

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
一
考
察

─
荻
生
北
渓
著
「
楽
律
考
解
」（
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
）
の
紹
介
を
兼
ね
て
」（
無
窮
会

『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
六
年
）、「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期

─『
大
楽
発
揮
』
五
篇
と
楽
書
十
巻
（
逸
書
）
の
関
係
性
に
着
目
し
て
」（『
國
學

一
一
五

荻
生
徂
徠
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
弾
琴
実
践
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）



院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
四
巻
、
二
〇
一
七
年
）、「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）─
他
の
著
述
と
の
照
合
に
よ
る
比
定
、
及
び
従
来
の
説

に
対
す
る
再
検
討
」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
五
巻
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

⛍

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
楽
律
研
究

─
主
に
『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』『
琴
学
大
意
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
八
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
八
～
九
頁
参
照
。

⛎
『
訳
文
筌
蹄
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
黒
住
真
「『
訳
文
筌
蹄
』
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
』
通
号
一
〇
二
、
一
九
九
五
年
）
六
一

～
六
七
頁
、
田
尻
祐
一
郎
『
荻
生
徂
徠
』
一
七
、
七
六
頁
を
参
照
。

⛏

今
中
寛
司
・
奈
良
本
辰
也
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
五
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
『
訳
文
筌
蹄
』
六
三
頁
か
ら
引
用
。

⛐

今
中
寛
司
・
奈
良
本
辰
也
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
五
巻
所
収
『
訳
文
筌
蹄
』
一
七
二
頁
か
ら
引
用
。

⛑

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
八
八
～
九
三
頁
参
照
。

⛒

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
著
『
楽
律
考
』
の
執
筆
時
期
（
承
前
）─
他
の
著
述
と
の
照
合
に
よ
る
比
定
、
及
び
従
来
の
説
に
対
す
る
再
検
討
」
一
四
～
一
七
頁
参
照
。

⛓

山
田
淳
平
氏
に
よ
る
と
、
辻
近
寛
の
日
記
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
南
都
楽
人
辻
家
資
料
）
の
正
徳
六
年
三
月
二
十
九
日
の
条
に
「
荻
生
惣
右
衛
門
初
而
知
人
ニ
成
候

也
」
と
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
日
記
を
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

⛔

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
二
八
、
三
六
～
四
〇
頁
参
照
。

⛕

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
六
九
～
一
三
八
頁
参
照
。

⛖
『
楽
制
篇
』
に
お
け
る
徂
徠
の
琴
調
に
関
す
る
見
解
、
及
び
『
楽
制
篇
』
に
お
け
る
琴
調
の
説
を
更
に
論
じ
た
『
琴
学
大
意
抄
』「
琴
ノ
調
様
ノ
事
」
の
内
容
の
詳
細
と
、
そ
れ

ら
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
吉
川
良
和
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」
一
七
～
二
一
、
二
四
～
三
八
頁
に
詳
し
い
。

謝
辞本

稿
の
執
筆
に
至
る
ま
で
に
、
稗
田
浩
雄
先
生
か
ら
は
、
秋
本
澹
園
の
跋
文
な
ど
新
資
料
の
所
在
も
含
め
、
琴
に
関
す
る
多
く
の
知
見
と
ご
自
身
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
、
ご
教
示
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
坂
田
進
一
先
生
か
ら
も
、
琴
に
関
す
る
ご
研
究
の
蓄
積
か
ら
、
多
く
の
知
見
と
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
淳
平
氏
か

ら
は
、
辻
近
寛
に
関
す
る
新
知
見
を
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記本

稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会

科
学
研
究
費

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
荻
生
徂
徠
の
音
楽
に
関
す
る
著
作
、
及
び
研
究
と
実
践
に
つ
い
て─

基
礎
的
研
究
か
ら
全
貌
解

明
へ─

」（
代
表
山
寺
美
紀
子
、
課
題
番
号17K02305

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
一
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻


